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ワーク・ライフ・バランス

不妊治療をする場合

出生サポート
休暇

○ 不妊治療の通院等のために、5日以内で取得
 （体外受精や顕微授精を受ける場合は10日以内）

出産する場合

産前・産後休暇 ○ 産前6週間、産後8週間の期間に取得

妻が出産予定又は出産した場合

配偶者出産休暇 ○ 妻の出産や入退院時の付き添い等のために
 2日以内で取得

妻が６週間以内に出産予定又は出産後１年以内の場合

育児参加の
ための休暇

○ 生まれた子や上の子を養育するために
 5日以内で取得

１歳未満のこどもを養育する場合

保育時間 ○ 1日2回それぞれ30分以内の時間で
 保育のための時間を取得

３歳未満のこどもを養育する場合

育児休業 ○ 配偶者の就労状況に関わらず取得可能

小学校就学前のこどもを養育する場合

育児短時間勤務
育児時間

○ 勤務形態を選択し、短時間で勤務する
○ 勤務時間の始め又は終わりに、
 1日につき2時間以内で育児のための時間を取得

小学校就学前のこどもを看病する場合

子の看護休暇 ○ 年5日まで取得可能
 （対象となる子が2人以上の場合は年10日）

小学校就学前のこどもを養育、又は父母などを介護する場合

早出・遅出勤務 ○ 始業・終業時間を繰り上げ
 又は繰り下げて勤務

配偶者、父母、子、配偶者の父母などを介護する場合

介護休暇 ○ 6か月の範囲内で取得

1日のスケジュール

09：30

１２：１５

１6：００

１８：１５

１0：00

昼食

通知発出のための準備
　本年度の当係所管事業の目安値を各労働
局に示すため、昨年度実績や直近の動向など
様々な観点から分析します。また数字に表れ
ない部分は各労働局へヒアリングを行い、目
安値の案を作成します。

登庁

　視察は実態を知ることができる貴重な機
会です。好事例の収集、課題の把握に努めま
す。ここで得られた現場の声や知見は、施策や
方針を考えていく上での道標となります。

もにす認定企業の視察

１４：00

　各労働局から提出される実績を集計した
り、報告書などを取りまとめたりします。実績
が十分でない等、報告の内容によっては、対
応方針を考えた上で上司に報告し、労働局に
対してメールや電話で指示を出します。

実績集計、報告書取りまとめ

　翌日のタスクを整理して退庁します。
　定期的に開催している他省庁の採用同期
との飲み会があり、仕事に関する情報交換を
しつつ、プライベートの話をして盛り上がりま
した。リフレッシュに加え、仕事のモチベー
ションもあがります。

退庁

11：30
　労働局やハローワークの障害者雇用関係
業務の中で生じた疑義について、様々な要素
を勘案し、本省の見解を示します。

都道府県労働局からの照会対応

　厚生労働省では毎月1日以上の年休を取得するマンスリー休
暇、1時間単位の休暇申請が可能な時間休など、ワークライフバ
ランスを支える制度が充実しており、どの職員も積極的に活用
しています。
　例えば私は、マンスリー休暇と時間休を併用し、疲れが出始め
る週の半ばに午前休を取得。運動、読書、友人との昼食などで気
分転換してから出勤しています。また、夏季休暇は連続1週間以上
の休暇取得が推奨されており、昨年は、海外旅行に行きました。
　他にも、テレワーク、フレックスタイム制など柔軟な働き方を支
える制度が整っています。私はデータ収集や分析など一人で集
中して作業をしたい時にはテレワークを活用しています。こうし
た休暇や働き方に関する制度により、心身の健康確保に加え、意
欲的かつ生産的に仕事ができています。
　厚生労働省は「全ての職員」が仕事でのパフォーマンスを十分に
発揮しながら、充実した生活を送ることができる職場だと思います。

仕事（ワーク）と生活（ライフ）を調和させるための
勤務制度・休暇制度について教えてください。

育児休業について
　令和7年2月の出産にあわせて、有給休暇も含めて令和6年12月より産休•育休を取得しています。
　妊娠中は、職業安定局雇用政策課で労働市場のデータ分析や、雇用情勢に関わる数値を整
理し定期的に公表する仕事をしていました。
　妊娠中は体調不良になることも多く、産休に入るまで仕事を続けられるか不安でしたが、課内
の同僚に配慮いただき、仕事量の調整やテレワークなどを活用しながら無事に産休に入ること
ができました。また、妊婦健診時の特別休暇の申請や、普段の出退勤時間の調整など、仕事以外
の場面でも多くの手厚い制度が用意されていたこともありがたかったです。
　職場では多くの先輩ママが子育てと両立しながら仕事をしており、定期的に人間科学職の先
輩ママたちと交流する機会があったので、職場復帰への不安や初めての出産、育児への不安な
どもきいていただき大変心強かったです。また、私の周りでは、多くの男性職員が半年や一年など
長期で育休を取得しており、組織全体として職員の育児参加を推進しているように感じました。
　出産後は、育休中の手当など厚労省の施策に触れる機会も多く、公表されているリーフレット
を見ながら自分が利用できる制度を確認するなど、当事者として厚労省の施策に触れることで
気づく新たな観点もありました。職場復帰は令和8年1月を予定していますが、復帰後も育休中
の経験を生かして妊婦さんや母親の視点というのも大切にしながら職務に臨みたいと思います。

子育てとの両立について
　現在、中学・高校生の娘、小学生の息子の3人のこどもを育てながら、厚生労働本省にて勤
務しています。
　夫も同じ厚生労働省の職員で、その時々のお互いの状況をみて相談しながら、フレックスタイ
ム制を利用して夫婦で勤務時間をずらして、朝と夜で育児を分担しています。こどもの成長ととも
に、子育ては楽になってきましたが、その一方でこどもの親離れが寂しくもあり、小学１年生の
末っ子と一緒に過ごせる時間を今のうちに満喫しておこうと思いながら日々を過ごしています。
　妊娠中やこどもが小さいうちは、職場に迷惑をかけてしまったことも多々ありましたが、当
時の上司や同僚には、嫌な顔一つせずに気遣いや配慮をしてもらえ、業務遂行の上ではもち
ろん、精神的にも救われたことで、ここまでやってこられたと感謝しています。こどもが大きく
なるにつれて、サポートしてもらう側から、サポートする側に回る機会も少しずつ出てきたこと
から、今後は妊娠中や育児をする後輩に、自分が受けた恩を送っていきたいと思っています。

厚生労働省のWLBについて、以前と比べてどのような変化を感じていますか
　私が入省した当時も育児のための短時間勤務などの制度はありましたが、周りで利用して
いる人を見かけませんでした。「ワークライフバランス」の取組が進められた、ここ15年程の
間に、短時間勤務やテレワークなどの様々な制度を活用する職員が増え、仕事と家庭を両立
した働き方が一般的になったと感じます。
　私自身、1人目の育休からの復帰時は特に支援制度を利用しませんでしたが、3人目の時は、育休中に職場の上司から連絡があり、
どういう働き方をしたいか、その実現のためにどの制度を利用できるか事前に相談・調整してもらえ、育休後は1時間の短時間勤務か
ら始めました。これまでに短時間勤務のほか、家庭の状況や仕事の繁閑に応じて、早出勤務、フレックスタイム、テレワークなどの制度
を使い分けてきましたが、利用できる支援制度自体が増えたことに加えて、それを利用しやすい職場の風土ができたことで、各個人の
希望に応じた「柔軟な働き方」が実現できる環境になったと思います。

主な両立支援制度について
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